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学 位 論 文 の 内 容 の 要 旨 
 
藤田 きしゅう 印 
 
（学位論文のタイトル） 
Serial dual single-photon emission computed tomography of thallium-201 and iodine-123 beta-
methyliodophenyl pentadecanoic acid scintigraphy can predict functional recovery of patients with 












































Tl- TDS値(multivarient β coefficient = -0.347,p=0.002)とΔBMIPP-TDS(multivarient β 
coefficient = -0.718, p<0.001)との有意な逆相関を認めたが、ΔBMIPP-TDS値においてより 
強く相関していた。またカットオフ値を-3としてROC分析すると、ΔBMIPP-TDSはCABG施行6ヶ月


























 201Tlおよび123BMIPP 2核種同時収集SPECTを、CABG施行前および3週間後に施行して算定した 
ΔBMIPP-TDSは、CABG施行6ヶ月後における心機能の改善を予測することができる。 
